
 

                                    

                                     

                                     

                                     

令
和
４
年
２
月
６
日

（
日
）
大
阪
商
業
大
学
に

お
い
て
、
第
65
回
全
大
阪

学
年
別
珠
算
競
技
大
会
が

開
催
さ
れ
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
、

本
部
・
支
部
の
行
事
が
中

止
や
延
期
を
強
い
ら
れ
て

い
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お

い
て
も
、
日
々
努
力
を
し

て
い
る
こ
ど
も
た
ち
の
為

に
と
、
昨
年
よ
り
何
度
も

議
論
を
重
ね
、
徹
底
し
た

感
染
対
策
と
、
例
年
よ
り

時
間
を
短
縮
す
る
こ
と
で

２
年
ぶ
り
に
会
場
で
の
開

催
と
な
っ
た
。 

午
前
９
時
か
ら
、
会
場

で
は
、
参
加
選
手
の
検

温
・
手
指
の
ア
ル
コ
ー
ル

消
毒
・
机
等
を
消
毒
す
る

為
の
除
菌
シ
ー
ト
・
不
織

布
マ
ス
ク
を
配
布
し
、
各

自
の
健
康
観
察
表
の
回
収

な
ど
、
徹
底
し
た
感
染
対

策
を
行
い
な
が
ら
の
受
付

開
始
と
な
っ
た
。 

今
年
度
の
出
場
選
手
は

１
２
１
名
（
小
学
２
年
生

以
下
の
部
11
名
・
小
学
３

年
生
の
部
23
名
・
小
学
４

年
生
の
部
22
名
・
小
学
５

年
生
の
部
21
名
・
小
学
６

年
生
の
部
24
名
・
中
学
・

高
校
生
の
部
20
名
）
オ
ミ

ク
ロ
ン
株
の
流
行
の
影
響

も
あ
り
、
欠
席
者
も
い
た

が
、
２
年
ぶ
り
の
会
場
の

雰
囲
気
を
心
待
ち
に
し
て

い
た
高
学
年
の
選
手
の
高

揚
感
と
、
低
学
年
の
選
手

に
と
っ
て
は
、
初
め
て
の

会
場
開
催
の
緊
張
感
が
入

り
混
じ
り
、
会
場
内
は
独

特
の
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て

い
た
。 

定
刻
に
始
ま
っ
た
開
会

式
の
挨
拶
で
は
、
櫻
井
行

雄
支
部
長
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
・
オ
ミ
ク
ロ

ン
株
の
感
染
防
止
を
考
慮

し
て
、
衛
生
面
・
安
全
面

に
配
慮
し
な
が
ら
今
大
会

を
進
行
し
て
い
く
こ
と
を
、

選
手
・
保
護
者
に
説
明
を

さ
れ
、
出
場
さ
れ
た
選
手

を
激
励
さ
れ
た
。 

山
口
大
仁
演
技
委
員
よ

り
、
競
技
上
の
諸
注
意
等

の
説
明
の
後
、
個
人
総
合

競
技
か
ら
開
始
さ
れ
た
。 

読
上
暗
算
競
技
で
は
１

桁
10
口
加
算
か
ら
４
～
７

桁
加
算
（
29
秒
）
ま
で
の
15

問
が
読
み
上
げ
ら
れ
、
中

学
・
高
校
生
の
部
で
は
15

問
全
問
正
解
で
草
野
咲
果

選
手
が
優
勝
し
た
。 

読
上
算
競
技
で
は
、
２
桁

10
口
加
算
か
ら
７
～
11
桁

加
算
（
26
秒
）
ま
で
の
15
問

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
中
学
・

高
校
生
の
部
で
は
、
４
名
で

決
勝
を
行
い
、
７
～
11
桁

加
減
算
（
28
秒
）
に
正
解

し
た
、
錦
織
爵
良
選
手
が
接

戦
を
制
し
、
優
勝
し
た
。 

今
年
度
の
個
人
総
合
競

技
に
お
い
て
は
、
小
学
生
の

部
門
で
２
名
の
選
手
が
三

冠
を
達
成
し
た
。
ま
た
、
昨

年
度
の
本
大
会
は
通
信
制

で
実
施
し
、
成
績
上
位
者
が

金
賞
と
い
う
形
で
表
彰
さ

れ
た
が
、
３
名
の
選
手
が
連

覇
を
達
成
し
た
。 

表
彰
式
終
了
後
、
油
井
弘

支
部
参
与
が
講
評
を
述
べ

ら
れ
、
選
手
の
労
を
ね
ぎ
ら

い
、
各
部
門
の
優
勝
者
に
賛

辞
を
送
ら
れ
た
。 

（
広
報
部
） 
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姿
勢
は
、
そ
ろ
ば
ん
の
指

導
を
す
る
立
場
に
お
い
て

も
、
子
ど
も
た
ち
の
習
い

事
が
多
種
多
様
化
し
て
い

る
現
在
に
お
い
て
、
何
か

大
き
な
ヒ
ン
ト
が
隠
さ
れ

て
い
る
気
が
し
た
。・
西
岡

佳
一
氏 

藤
井
美
保
子
氏
、

書
記
・
芝
野
加
代
子
氏
、

議
事
録
署
名
人
・
大
参
常

美
氏 

福
島
温
男
氏
）
、
議

事
進
行
に
入
っ
た
。 

議
題
イ
、
平
成
28
年
度

事
業
報
告
・
収
支
決
算
報

告
と
収
支
差
額
金
処
分
案

の
件
で
は
櫻
井
支
部
長
が

事
業
報
告
、
大
島
総
務
部

長
が
決
算
報
告
、
花
谷
監

査
が
監
査
報
告
を
行
っ
た

後
、
拍
手
を
も
っ
て
承
認

さ
れ
た
。 

議
題
ロ
、
支
部
会
則
・

支
部
施
行
細
則
改
正
の
件

も
拍
手
で
承
認
さ
れ
た
。 

執
行
部
報
告
で
は
、
研
修

部
か
ら
生
徒
作
品
の
締
切

り
が
10
月
31
日
（
火
）
と
、

昨
年
よ
り
１
ケ
月
早
ま
っ

た
事
。
検
定
部
よ
り
４
級

以
下
の
受
験
者
が
減
っ
て 

の
お
願
い
。
競
技
部
か
ら

は
全
日
本
大
会
￥
の
報
告
。

厚
生
部
か
ら
生
徒
表
彰
式 

 

  

      

                               

          

       

８
月
20
日
（
日
）
総
会

終
了
後
、
午
後
１
時
か
ら

大
阪
府
支
部
主
催
の
本
部

指
導
者
講
習
会
が
開
催
さ

れ
た
。
講
師
は
東
大
阪
珠

算
協
会
の
２
名
の
先
生
方

で
す
。 

 

最
初
は
鈴
木
巌
先
生
に

よ
る
「
初
歩
よ
り
両
手
算

法
指
導
」
と
、
題
し
て
の

講
習
か
ら
は
じ
ま
っ
た
。

本
題
に
入
ら
れ
る
前
に
、

幼
少
の
頃
に
迷
子
に
な
っ

た
時
の
こ
と
か
ら
、
珠
算

を
始
め
ら
れ
た
頃
の
事
、

そ
し
て
25
歳
に
し
て
初

段
合
格
、
ご
自
身
が
暗
算 

  

                                  

  

令
和
４
年
１
月
３
日
、
学

問
の
神
様
、
大
阪
天
満
宮
に

お
い
て
、『
新
春
そ
ろ
ば
ん
は

じ
き
初
め
大
会
』
が
開
催
さ

れ
た
。
は
じ
き
初
め
の
看
板

が
立
て
ら
れ
る
と
、
受
付
開

始
を
楽
し
み
に
待
ち
受
け
る

こ
ど
も
た
ち
の
笑
顔
に
は
、

寒
さ
も
忘
れ
る
ほ
ど
、
心
を

温
め
て
い
た
だ
け
た
。 

午
前
９
時
か
ら
始
ま
り
、

こ
ど
も
た
ち
は
鉢
巻
を
締
め

て
も
ら
い
、
神
主
か
ら
お
祓

い
を
受
け
た
後
、
３
桁
５
口

の
数
字
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

と
、
１
８
０
㎝
・
１
２
７
桁

の
長
い
そ
ろ
ば
ん
に
向
か
っ

て
、
真
剣
な
顔
つ
き
で
珠
を

は
じ
き
、
正
解
す
る
と
笑
顔

を
う
か
べ
て
い
た
。
こ
ど
も

た
ち
の
入
れ
替
わ
り
の
際
に

は
、
そ
ろ
ば
ん
も
消
毒
す
る

な
ど
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
対
策
も
徹
底
し
て
お

こ
な
わ
れ
ま
し
た
。
そ
ろ
ば

ん
の
上
達
・
学
力
向
上
を
願

い
、
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し

た
。 

        

  

 

令和 4 年 3 月 20 日（日）    全 珠 連 お お さ か          （２） 

第 65 回 全大阪学年別珠算競技大会成績表 
 

 
個人総合競技 読上算競技 読上暗算競技 

優勝 準優勝 優勝 優勝 

小学２年生以下の部 
中島 結人 

980 点 

吉川 実咲 
880 点 

金城 将博 金城 将博 

小学３年生の部 
石野 陽士 

1150 点 三冠達成 

田中 杏果 
1130 点 

石野 陽士 石野 陽士 

小学４年生の部 
田中 里奈 

1270 点 三冠達成 

平田 樹 
1080 点 

田中 里奈 田中 里奈 

小学５年生の部 
阪本 将清 

1320 点 

田中 良茉 
1240 点 

阪本 将清 田中 良茉 

小学６年生の部 
中谷謙士朗 

1400 点 

廣瀬 慧和 
1320 点 

花木 美央菜 廣瀬 慧和 

中学・高校生の部 
廣瀬 蒼和 

1380 点 

鈴木 翔大 
1370 点 

錦織 爵良 草野 咲果 

 
 

      

 

順位 団体総合競技 得点 

優勝 南 港 珠 算 教 室 ５６７０点 

準優勝 柿田そろばん教室 ５２６０点 

第２位 マルタそろばん教室 ５２６０点 

 

中島 結人 石野 陽士 田中 里奈 阪本 将清 中谷謙士朗 廣瀬 蒼和 

団体優勝 南港珠算教室 

新
春
は
じ
き
初
め
大
会  



 

                                   

  

【
作
文
の
部
】 

〈
最
優
秀
賞
〉 

石
出 

菜
津
美 

 

大
阪
市
立
今
市
中
学
校
２
年 

〈
優
秀
賞
〉 

増
本 

奈
々
羽 

 

大
阪
市
立
太
子
橋
小
学
校
６
年 

〈
審
査
員
賞
〉 

福
家 

工 

 

大
阪
市
立
淀
川
小
学
校
２
年 

【
ポ
ス
タ
ー
の
部
】 

〈
最
優
秀
賞
〉 

千
葉 

ひ
な
た 

 

堺
市
立
は
る
み
小
学
校
６
年 

〈
優
秀
賞
〉 

小
林 

美
月 

門
真
市
立
第
三
中
学
校
３
年 

〈
審
査
員
賞
〉 

佐
藤 

希
咲 

門
真
市
立
門
真
小
学
校
４
年 

  

今
年
度
も
作
文
・
ポ
ス

タ
ー
の
ご
応
募
を
い
た
だ

き
、
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
応
募
さ

れ
た
子
供
た
ち
や
、
諸
先

生
方
に
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。 

昨
年
に
引
き
続
き
コ
ロ

ナ
禍
と
い
う
状
況
の
中
で

寄
せ
ら
れ
た
作
品
数
は
例

年
に
比
べ
る
と
少
な
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
力
作
揃
い
で
、

入
賞
作
品
の
選
定
作
業
は

大
変
苦
労
し
ま
し
た
。 

 

作
文
の
部
に
お
い
て
は
、

教
室
に
通
い
続
け
て
い
く

中
で
、
習
い
始
め
た
時
の

不
安
な
思
い
が
い
つ
し
か

無
く
な
り
、
も
っ
と
上
手

に
な
り
た
い
！
と
前
向
き

な
思
い
で
頑
張
っ
て
い
る

様
子
や
、
思
う
よ
う
に
進

級
で
き
な
い
時
で
あ
っ
て

も
、
ご
両
親
や
教
室
の
先

生
に
喜
ん
で
欲
し
い
と
の

思
い
で
努
力
を
続
け
て
き

た
結
果
、
目
の
前
の
壁
を

超
え
る
こ
と
が
で
き
て
本

当
に
良
か
っ
た
！
と
い
っ

た
内
容
が
多
か
っ
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。 

ポ
ス
タ
ー
の
部
に
お
い

て
は
そ
ろ
ば
ん
の
魅
力
や

可
能
性
に
つ
い
て
表
現
さ

れ
て
い
る
作
品
が
多
く
、

子
供
た
ち
の
「
そ
ろ
ば
ん
」

に
対
す
る
熱
い
思
い
が
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。 

 

次
年
度
も
生
徒
作
品
を

募
集
し
ま
す
が
、
今
年
度

を
大
幅
に
上
回
る
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
研
修
部
長
新
名
哲
也
） 

生
方
に
ご
支
援
を
賜
り
、

七
期
目
の
理
事
と
し
て
当

選
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
ま
た
副
理
事
長
・
珠

算
教
育
研
究
所
所
長
と
い

う
大
変
名
誉
な
役
職
を
拝

命
し
、
責
任
の
重
大
さ
を

改
め
て
痛
感
い
た
し
て
お

り
ま
す
。 

     

今
、
珠
算
界
が
取
り
組

む
べ
き
課
題
を
見
つ
め
、

一
人
ひ
と
り
の
子
供
た
ち

に
寄
り
添
い
、
主
体
性
を

大
切
に
し
た
指
導
を
行
い

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
の

結
果
、
全
国
で
保
護
者
と

子
供
た
ち
か
ら
「
そ
ろ
ば

ん
」
を
習
っ
て
良
か
っ
た

と
言
っ
て
も
ら
え
る
教
室

が
増
え
る
こ
と
を
切
に
願

っ
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
会
員
の
皆
様
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

更
に
取
る
こ
と
で
、
全
珠

連
が
“
ワ
ン
チ
ー
ム
”
と

な
れ
る
よ
う
何
事
に
も
取

り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。 

今
後
と
も
温
か
く
見
守
り
、 

励
ま
し
て
い
た
だ
け
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す
。 

 

  

も
、
そ
ろ
ば
ん
が
出
て

く
る
と
「
ま
ぁ
え
え
か
」

と
思
っ
て
し
ま
う
。
と
り

わ
け
、
そ
ろ
ば
ん
シ
ー
ン

の
あ
る
時
代
劇
映
画
は
よ

く
記
憶
し
て
い
る
が
、
全

部
を
紹
介
で
き
な
い
の
で

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
。 

そ
も
そ
も
、
武
士
が
主

役
の
多
い
時
代
劇
で
は
そ

ろ
ば
ん
シ
ー
ン
は
ほ
ん
の

一
瞬
で
あ
る
。
多
く
は
商

家
の
帳
場
に
出
て
く
る
程

度
と
い
え
る
。
戦
国
時
代

は
、
そ
ろ
ば
ん
が
で
き
る

武
将
が
大
勢
い
た
と
文
献

に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
身

分
制
度
つ
ま
り
封
建
社
会

が
確
立
し
た
江
戸
時
代
に

な
る
と
侍
は
そ
ろ
ば
ん
を

蔑
ん
で
い
た
。
商
人
が
扱

う
そ
ろ
ば
ん
よ
り
武
士
た

る
者
は
剣
の
道
だ
と
い
う

矜
持
が
あ
っ
た
か
ら
だ
。 

と
こ
ろ
が
、
こ
の
常
識

を
変
え
た
の
が
森
田
芳
光

監
督
の『
武
士
の
家
計
簿
』

（
２
０
１
０
年
）
で
あ
っ

た
。
加
賀
藩
御
算
用
者
の 

    

珠
算
学
習
者
の
み
な
さ

ん
か
ら
、
そ
ろ
ば
ん
を
習

っ
て
よ
か
っ
た
こ
と
・
楽

し
か
っ
た
こ
と
・
こ
ど
も

た
ち
の
夢
な
ど
を
、
作
文

や
ポ
ス
タ
ー
に
し
た
作
品

を
募
集
し
ま
す
。（
研
修
部
） 

★
テ

ー

マ 

『
そ
ろ
ば
ん
』 

＊
未
発
表
の
も
の
に
限
る 

★
応
募
作
品 

①
作
文
の
部 

(

四
百
字
詰
め
原
稿 

 

用
紙
３
枚
以
内
・
一 

人
一
編
） 

②
ポ
ス
タ
ー
の
部 

画
用
紙
（
絵
具
画
・ 

 

ク
レ
パ
ス
画
・
そ
の 

他 

規
定
は
あ
り
ま 

せ
ん
。
一
人
一
作
品
） 

★
応
募
資
格 

全
珠
連
大
阪
府
支
部
会
員

教
場
の
生
徒
に
限
る
。 

★
入

賞 

入
賞
者
に
は
、
各
部
門
別

に
記
念
品
を
贈
呈
し
ま
す
。 

 
 

   

                                  

 

（３）           全 珠 連 お お さ か   令和 4 年 3 月 20 日（日） 

『
そ
ろ
ば
ん
が
あ
る
こ
と
で
』 

 
 

 
 

大
阪
市
立
今
市
中
学
校
２
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

石
出 

菜
津
美 

  

私
は
小
学
校
三
年
生
の
頃
か
ら
そ

ろ
ば
ん
を
習
い
始
め
ま
し
た
。
今
年

で
は
や
五
年
。
あ
っ
と
い
う
間
に
過

ぎ
ま
し
た
。
最
初
に
入
っ
た
と
き
、

年
上
の
人
た
ち
ば
か
り
で
、
少
し
怖

い
と
い
う
印
象
が
強
か
っ
た
の
で
す

が
、
月
日
が
経
ち
先
生
た
ち
と
話
し

や
す
く
な
り
、
そ
ろ
ば
ん
で
の
友
達

が
出
来
、
そ
ろ
ば
ん
へ
行
く
の
が
楽

し
く
な
り
ま
し
た
。
今
で
は
競
い
合

え
て
仲
の
良
い
友
達
も
い
て
、
毎
回

の
試
験
も
頑
張
れ
て
い
ま
す
。
学
校

な
ど
で
疲
れ
て
も
、
次
の
日
に
元
気

を
取
り
戻
せ
る
の
は
、
学
校
帰
り
に

行
く
「
そ
ろ
ば
ん
」
と
い
う
名
の
憩

い
の
場
が
あ
る
お
か
げ
だ
と
思
い
ま

す
。 

 

私
は
今
、
珠
算
も
暗
算
も
順
調
に

受
か
っ
て
い
ま
す
が
、
い
ず
れ
高
い

壁
が
立
ち
は
だ
か
る
時
が
来
る
と
思

い
ま
す
。
で
も
、
そ
ん
な
時
こ
そ
仲

間
で
助
け
合
い
、
励
ま
し
合
っ
て
乗

り
越
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

日
々
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

先
生
方
、
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。 

令
和
３
年
度
生
徒
作
品
入
賞
者 

 

ポ
ス
タ
ー
の
部
・
作
文
の
部 

最
優
秀
作
品 

 

堺
市
立
は
る
み
小
学
校
６
年 

 
 
 
 
 

千
葉 

ひ
な
た 

 

最
優
秀
賞 

生
徒
作
品 

総
評 



  

                                    

   

 
〈
常
任
委
員
・
地
区
長
合
同
会
議
〉 

日
程 

 

令
和
４
年
１
月
９
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

21
名 

１
． 

本
部
・
支
部
・
近
畿

会
・
近
畿
連
合
会
状

況
報
告 

２
． 

お
年
玉
年
賀
は
が

き
抽
選
会 

３
． 

第

65
回
全
大
阪
学

年
別
珠
算
競
技
大

会
に
つ
い
て 

４
． 

第

67
回
そ
ろ
ば
ん

優
秀
生
徒
表
彰
式

典
に
つ
い
て 

５
． 

各
執
行
部
報
告 

６
． 

そ
の
他 

〈
臨
時
常
任
委
員
会
〉 

日
程 令

和
４
年
１
月
23
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

11
名 

１
． 

第
65
回
全
大
阪
学

年
別
珠
算
競
技
大

会
に
つ
い
て 

２
． 

第
67
回
そ
ろ
ば
ん

優
秀
生
徒
表
彰
式

典
に
つ
い
て 

３
． 

そ
の
他 

〈
常
任
委
員
会
〉 

日
程 

 

令
和
４
年
２
月
20
日 

場
所 

大
阪
府
支
部
２
階 

出
席
者
数 

16
名 

１
．
本
部
・
支
部
・
近
畿 

 

ブ
ロ
ッ
ク
・
近
畿
連

合
会
・
大
阪
連
合
会

状
況
報
告 

２
．
令
和
４
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
審
議

に
つ
い
て 

３
．
第
67
回
そ
ろ
ば
ん 

優
秀
生
徒
表
彰
式
典

に
つ
い
て 

６
．
各
執
行
部
報
告 

７
．
そ
の
他 

   

４
月
３
日 

 
 

全
日
本
選
考
会 

４
月
17
日 

 
 

臨
時
総
会 

 
 

本
部
指
導
者
講
習
会 

４
月
24
日 

 
 

偶
数
月
検
定 

５
月
５
日 

 
 

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
支
部
長
会 

５
月
15
日 

 
 

近
畿
連
合
総
会 

 
 

常
任
委
員
・
地
区
長
合
同
会
議 

５
月
29
日 

 
 

第
409
回
検
定
試
験 

                                  

                                  

            

 

令和 4 年 3 月 20 日（日）    全 珠 連 お お さ か        （４） 

諸
会
議
行
事
報
告 

令和４年 

そろばん年賀はがき当選番号 

特等 高級ツゲ玉ワンタッチそろばん 

   １８６７ 

１等 マルチフォンデュメーカー 

   ０６６０  ０８２６  １１０５ 

   １５２４  １７０５ 

２等 保冷温ランチポット  【下３ケタ】 

   094・199・228・348・473 

   587・664・768・874・912 

３等 カラフルマルチスタンド【下２ケタ】 

   00・03・16・21・27・33・43・45 

   55・65・66・76・82・84・95 

※  各教場で取りまとめの上、支部に持参または郵送して下さい。  
支部交換期間 令和４年２月１日から４月２８日まで  

主催  公益社団法人 全国珠算教育連盟大阪府支部  

 

第
407
回
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

暗
算
検
定
試
験
（
令
和
４
年
１
月
30
日
実
施
） 

十
段
位
合
格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

河
村

か
わ
む
ら 

嘉 よ
し

輝 き 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

学
校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
市
立
豊
里
小
学
校
６
年 

行
事
予
定 

 

第
407
回
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

暗
算
検
定
試
験
（
令
和
４
年
１
月
30
日
実
施
） 

十
段
位
合
格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙 た
か

見 み 

友 ゆ

梨 り 
  
 
 
 
 
 
 
 

 

学
校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

門
真
市
立
第
五
中
学
校
１
年 

第
407
回
全
国
珠
算
教
育
連
盟 

珠
算
検
定
試
験
（
令
和
４
年
１
月
30
日
実
施
） 

十
段
位
合
格 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

信
原

の
ぶ
は
ら 

真 ま

尋 ひ
ろ 

  
 
 
 
 
 
 
 

 

学
校
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

大
阪
市
立
菫
中
学
校
２
年 

   

★本部会費・支部前期会費納入のお知らせ★ 

 

本部会費    １号会員 32,000円／年 

        ２号会員 26,000円／年 

        ３号会員 16,000円／年 

支部会費         30,000円／前期 

生徒安全会         2,500円／1教場 

納入締切日   令和４年６月１０日（金） 

４月珠算検定試験のお知らせ 

★申込期日締切日 

   ４月０６日（水）  午前１０時 

★検定結果報告締切日 

   ４月２５日（月）  午前１０時 

★申込期日・検定結果報告は支部への提出日です。 

 期日は厳守してください。 

珠
算
・
暗
算 

十
段
位
合
格
者 


